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道総研林産試験場　酒　井　明　香

「世界のあこがれ～北海道ブランド」出演記

た。今はハーベスタという機械がありまして，木を
伐り倒して枝を払って，丸太に刻むという一連の工
程を一台でできてしまう。その機械がどんどん増え
ています。作業員さんが一日に生産できる丸太の量
も，以前の2倍から3倍くらいに増えたんですね。
鈴木P：すばらしい！
今廣：高性能林業機械はとてもカッコいいですから
ね。ぜひ見て欲しいですね。
鈴木P：私，こういう機械が導入されているのだとい
うことを初めて知りました。便利で，さらにカッコ
よさもある。
今廣：しかも，女性も乗っていたりする。チェーンソ
ーだと体力仕事になってしまうけれど，機械化が進
むと女性も操作できて，林業に参加しやすくなりま
す。現場の雰囲気もたぶん昔とはかなり変わってい
るのではないかと思います。
鈴木P：そういった方々に支えられて，そして新しい
機械も支えてくれている，ということなのですね。

（中略）
鈴木P：カラマツの乾燥の新技術・コアドライでどん
な効果が生まれているのでしょうか。
酒井：家を建てた後にカラマツの柱や梁がねじれた
り，割れたりするのを予防する効果があります。文
字通り“コア”，つまり木材の内部まで乾いた製材を
つくるための新しい乾燥技術です。これまで，家づ
くりの材料としてはちょっと敬遠されてきた北海道
のカラマツを住宅用の柱や梁としても安心して利用
していただけるように開発されました。
鈴木P：やはり，北海道のお家にもっとカラマツを使
ってほしいという思いから開発されたのでしょう
か。
酒井：はい。そうやって町に北海道の木を使った建物
が増えていくことを，私たちは「街の中に森が増え
ていく」という風にとらえています。森の木は，伐
られた後も木材として何十年も生き続けていくから
です。
鈴木：伐った後も生き続ける･･･それは確かにロマン
ですね。

（中略）
鈴木：地材地消という言葉があるそうですが？
今廣：地「産」地消という言葉は食べ物などで聞くこ
とがあると思いますが，地「材」地消は地域で生産
された木材や木製品を地域で有効利用，消費してい

こう，ということです。
鈴木：地域の木を地元で使うことのメリットはあるの
でしょうか。
今廣：はい。地元の山や森を守っていくことにつなが
ります。地域で育った材を使うことで，山の木が売
れて収入になり，そのお金でまた木を植えて，育
て，また伐る。このサイクルが回っていくと，地域
の林業，木材産業，経済の活性化につながります。
地元の木を使うことは，輸送距離が短いということ
なので，温室効果ガスの排出が抑えられ，環境面に
もやさしいです。
鈴木：地材地消，地元で使って消費することは，それ
だけの良いところがあるということなんですね。
今，使われているのは人工林の木が多いのでしょう
か？
今廣：はい，今使っている木のほとんどは人工林から
出た，人の手で植えられた木になります。
酒井：山で木を切っている若いオペレーターさんが
「俺のじいちゃんが植えた山を俺が伐るんだよ」
と，元気にお話ししてくれます。そういう風に世代
を超えて使われていく資源です。将来のことを考え
て，ぜひ山に木を植えていただきたいです。

（中略）
鈴木P：北海道のカラマツの海外への輸出状況はどの
ようになっているのでしょうか。
今廣：カラマツはほとんど輸出されていなくて，輸出
されているのはトドマツです。丸太の状態で海外
（おもに中国と韓国ですが）に輸出されています。
丸太で出て行くということは，北海道の大切な資源
を海外にあげてしまっているというような状況と言
えます。一番理想的なのは，丸太を北海道で加工し
て，付加価値をつけて海外に輸出することです。そ
うして北海道にちゃんと利益が戻ってくることを目
指して頑張っています。
鈴木P：そのために，いろいろとチャレンジしてい
る，ということなのですね。
今廣：はい。製品で売り出していきたいということで
始まったのが，HOKKAIDO　WOODという道産木
材製品をブランディングした取り組みになります。
北海道で生まれた木を使って，北海道で加工された
製品につけた名前です。北海道の木材製品をPRす
るためのブランドとして，道内はもちろん道外や海
外に向けても広く知ってもらおうと頑張っていると

ころです。
鈴木P：私，トートバッグに注目したのですが，これ
素敵ですね。
今廣・酒井：ありがとうございます！
鈴木P：バッグに白く印刷されているマーク，パッと
見たときには木の切り株に見えますが，字になって
いるのですね。
今廣：北海道の北，という字を模して，切り株のよう
に見立てているロゴマークになります（図）。タグ
は北海道の白樺（シラカンバ）でつくったキーホル
ダーをつけています。
鈴木P：ロゴマークは，使うのに許可が必要だったり
するのでしょうか。
今廣：ホームページから届出をした上で，ルールを守
って使っていただければと思います。北海道産の木
材製品を取り扱っている企業，団体，個人，さらに
北海道産木材製品を応援したい方々に，自由にロゴ
を使って広めていただきたいです。
鈴木P：今日のMyポイントは「地材地消」と「PR」。
私，今回お話しを伺って，地材地消の取り組みをは
じめて知りました。北海道産の木材とそれを加工し
た製品の魅力を北海道民の私たちが知らないのは，
もったいないですよね。

■たくさんの反響
数週間後，Air-Gよりリスナープレゼントの応募に
添えられた番組への感想が届きました。
・カラマツ・トドマツは，ネームだけ聴いたことがあ
り，深くまで知らなかったので今回興味深く聴かせ
ていただきました。北海道は自然そのものがブラン
ドだと思いますので，これからも関心を持ちたいと
思います（旭川市）。

・子供の教科書で，森林はそっとしておくのもダメだ
と書いてありました。木を間引きしていかないとい
ろいろ大変みたいですね。人間の力が必要なんです
ね。（豊富町）
・「地材地消」は初めて聞く言葉でしたので，とても
興味深くお話を聞かせていただきました。北海道の
木材を使った家を建てることで，「街の中に森が増
えていく」，「木材が家として何十年も生き続ける
ことにつながる」という発想は，とても夢がある表
現で，魅力を感じました。（苫小牧市）
・海外から大木が輸入されていることもありますが，
地元で育った木が伐られ材木となり，その場で加工
され，新しい命を宿し地域の人たちと共にすること
に世代を越えたロマンを感じました。（札幌市）
・恥ずかしながら「地材地消」というフレーズは，初
めて知りました。北海道の厳しい気候に耐えて育っ
た木材に囲まれた生活は，どこで育ち，いつ伐採さ
れたのかわからない，輸入木材に囲まれた生活とは
比べ物にならないくらい安心感があり，健康にも良
いですよね。「地材地消」の価値を理解し，少しで
も貢献していきたいなと感じました。（札幌市）
・今度木材を運ぶトラックを見かけたときは，「なん
の丸太が運ばれているのかな？」と見入ってしまい
そうですし，その後どんな形に生まれ変わるのかに
想いを馳せてしまいそうです。HOKKAIDO 
WOODのサイト，木材についてはもちろん，北海
道の豊かな森で働く林業のお仕事にも興味が湧く素
敵なサイトで，つい読み込んでしまいました。（札
幌市）
・地元のカラマツを使った家具，木製品を作っていま
す。HOKKAIDO　WOODのロゴマークが可愛いの
で，ロゴと一緒に地材地消，北海道産材の製品を広
めていきたいと思っています。（網走郡）

■おわりに
今回のラジオ出演で触れることのできた「一般的な
方々のモノの見方」は，私にとって新鮮な風を身に受
けたように感じました。いただいた反響を大事に心に
刻みたいと思います。貴重な経験をさせていただきま
したことを，この場を借りて関係者の皆様に心よりお
礼申し上げます。

■はじめに
2020年10月に（株）エフエム北海道より依頼を受

け，AIR-Gの番組「世界のあこがれ～北海道ブランド
*」に2週にわたり出演しました。僭（せん）越ながら
北海道のカラマツ・トドマツやHOKKAIDO　WOOD
の取り組みについて紹介して参りました。応援団とし
て，北海道庁水産林務部からHOKKAIDO　WOODの
事務局を担当されている今廣佐和子さんも一緒に出演
していただきました。
ここではその反響を含めて，ラジオ出演時の様子を
お伝えします。
*：毎週日曜日・18時30分～18時55分

■収録スタジオにて
内装に木をふんだんに使ったスタジオで，スタッフ
の皆さんや，番組進行役のパーソナリティ鈴木舞さん
にお会いしました。その際にカラマツ・トドマツの木
材サンプルをお渡しすると，皆さん口を揃えて「これ
が北海道産の木！初めて見た！」とおっしゃいます。
初めて，と聞き私は「そんなはずはないですよ ･･･」
と心の中で思いました。皆さんは「木材を使った建造
物やインテリアは常に目にしているけれど，北海道の
木かどうか，産地はほとんど考えたことがなかった」
とのことでした。一般的な道民の方々の感覚はそうな
のかもしれません。「ぜひこの機会にラジオでPRし
てください」という流れになりました。

■世界のあこがれ・・・
「世界のあこがれ～北海道ブランド」は，北海道が
世界へ誇る自然・まち・暮らし・地域など北海道ブラ
ンドの魅力や可能性をテーマにしたトーク番組です。
放送開始から3年の間にオンエアされたテーマは「摩
周湖」「美瑛町」「コンサートホールKITARA」「北
海道のカニ」「ワイン」「イカ釣り機」「じゃがいも
収穫機」など多岐に渡ります。木材分野では「旭川家
具」「フローリング用単板」等を取り上げてきたそう
です。北海道の樹種そのものをテーマにするのは今回

が初めてとのことでした。
今廣さんが持参したHOKKAIDO　WOODのトート
バックをはじめ宣伝用グッズはスタッフの皆さんに好
評で，リスナー向けのプレゼントにしていただけるこ
とになりました（写真）。

■収録中とオンエア
私も今廣さんも，ラジオ出演はもちろん初めてです。
コロナ対策のしっかり施されたスタジオでマイクを前
にし，緊張でカチコチでした。収録中，私達は返答に
詰まったり言い間違えたりしながらも，鈴木パーソナ
リティの絶妙なリードで，徐々に慣れてきました。
以下では「北海道のカラマツ・トドマツ」として
2020年11月1日と8日にオンエアされた内容から抽出
してご紹介します。

鈴木P：カラマツの生産システムについて伺いたいの
ですが。
酒井：木を伐るための昔ながらの道具というと，皆さ
んご存じのチェーンソーです。これで木を伐り倒し
て，ブルドーザーで引っ張る。山の中の平らなとこ
ろに木を集めて，またチェーンソーで丸太に刻む，
というのが伝統的な北海道の丸太の生産方法でし

写真　出演者とHOKKAIDO WOODのトートバック
（右から，今廣さん，筆者，鈴木さん）
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道の豊かな森で働く林業のお仕事にも興味が湧く素
敵なサイトで，つい読み込んでしまいました。（札
幌市）
・地元のカラマツを使った家具，木製品を作っていま
す。HOKKAIDO　WOODのロゴマークが可愛いの
で，ロゴと一緒に地材地消，北海道産材の製品を広
めていきたいと思っています。（網走郡）

■おわりに
今回のラジオ出演で触れることのできた「一般的な
方々のモノの見方」は，私にとって新鮮な風を身に受
けたように感じました。いただいた反響を大事に心に
刻みたいと思います。貴重な経験をさせていただきま
したことを，この場を借りて関係者の皆様に心よりお
礼申し上げます。

■はじめに
2020年10月に（株）エフエム北海道より依頼を受
け，AIR-Gの番組「世界のあこがれ～北海道ブランド
*」に2週にわたり出演しました。僭（せん）越ながら
北海道のカラマツ・トドマツやHOKKAIDO　WOOD
の取り組みについて紹介して参りました。応援団とし
て，北海道庁水産林務部からHOKKAIDO　WOODの
事務局を担当されている今廣佐和子さんも一緒に出演
していただきました。
ここではその反響を含めて，ラジオ出演時の様子を
お伝えします。
*：毎週日曜日・18時30分～18時55分

■収録スタジオにて
内装に木をふんだんに使ったスタジオで，スタッフ
の皆さんや，番組進行役のパーソナリティ鈴木舞さん
にお会いしました。その際にカラマツ・トドマツの木
材サンプルをお渡しすると，皆さん口を揃えて「これ
が北海道産の木！初めて見た！」とおっしゃいます。
初めて，と聞き私は「そんなはずはないですよ ･･･」
と心の中で思いました。皆さんは「木材を使った建造
物やインテリアは常に目にしているけれど，北海道の
木かどうか，産地はほとんど考えたことがなかった」
とのことでした。一般的な道民の方々の感覚はそうな
のかもしれません。「ぜひこの機会にラジオでPRし
てください」という流れになりました。

■世界のあこがれ・・・
「世界のあこがれ～北海道ブランド」は，北海道が
世界へ誇る自然・まち・暮らし・地域など北海道ブラ
ンドの魅力や可能性をテーマにしたトーク番組です。
放送開始から3年の間にオンエアされたテーマは「摩
周湖」「美瑛町」「コンサートホールKITARA」「北
海道のカニ」「ワイン」「イカ釣り機」「じゃがいも
収穫機」など多岐に渡ります。木材分野では「旭川家
具」「フローリング用単板」等を取り上げてきたそう
です。北海道の樹種そのものをテーマにするのは今回

が初めてとのことでした。
今廣さんが持参したHOKKAIDO　WOODのトート
バックをはじめ宣伝用グッズはスタッフの皆さんに好
評で，リスナー向けのプレゼントにしていただけるこ
とになりました（写真）。

■収録中とオンエア
私も今廣さんも，ラジオ出演はもちろん初めてです。
コロナ対策のしっかり施されたスタジオでマイクを前
にし，緊張でカチコチでした。収録中，私達は返答に
詰まったり言い間違えたりしながらも，鈴木パーソナ
リティの絶妙なリードで，徐々に慣れてきました。
以下では「北海道のカラマツ・トドマツ」として
2020年11月1日と8日にオンエアされた内容から抽出
してご紹介します。

鈴木P：カラマツの生産システムについて伺いたいの
ですが。
酒井：木を伐るための昔ながらの道具というと，皆さ
んご存じのチェーンソーです。これで木を伐り倒し
て，ブルドーザーで引っ張る。山の中の平らなとこ
ろに木を集めて，またチェーンソーで丸太に刻む，
というのが伝統的な北海道の丸太の生産方法でし

■2020年度事業報告について
１　会員の動向

　　2020年4月当初145名，入会1名，退会1名により2021年3月末現在で145名となった。

２　諸会議の開催

第1回理事会を2020年4月24日～4月30日に，2020年度通常総会を2020年5月1日～5月22日にそれぞれ書

面開催した。

３　普及事業

　(1)　林産技術普及事業

　　ア　木材利用に関する相談事業の実施

　　　①道産材の利用に関する相談に応えるとともに，研究機関や取扱事業体を紹介した。

　　イ　講演会等の開催

　　　①総会記念講演会は中止した。

　　　②Web版「木になるフェスティバル（主催：道総研林産試験場）」に協力した。

　　　　開催期間：9月15日～10月15日

　　　　参加者数：113名

　　ウ　会誌・図書の発行事業

　　　①800～811号の「ウッディエイジ(木材の研究と普及)」を発行した。

　　　②展示クラフト（22団体）の紹介パンフレットを作成し，来館者に配布した。

　　エ　ホームページの活用

　　　①イベントや講習会開催等の情報提供を行った。

　　　②ウッディエイジ記事の公開を行った。

　(2)　その他事業

　　ア　展示品維持管理事業

　　　　展示品維持管理業務を道総研から受託した。

　　イ　きのこ栽培試験管理事業

　　　　きのこ栽培試験管理業務を道総研から受託した。

　　ウ　講習物販等事業

　　　①木材乾燥講習会を実施した（（公社）日本木材加工技術協会北海道支部との共催）。

　　　　2020年10月1日～2日，林産試験場講堂，受講者6名

　　　②令和2年度建築・住宅セミナーを後援した（主催：（地独）北海道立総合研究機構ほか）。

　　　　2021年2日9日，オンライン

　　　③「上川地域水平連携協議会」事務局として活動した。

　　　④会員企業支援事業：林産試験場での依頼試験等を実施した会員に，所用経費の1/2を助成した。

■2020年度正味財産増減計算

■2021年度事業計画
１　林産技術普及事業[実施事業等会計]

(1) 「木と暮らしの情報館」来館者からの林産技術や木製品に関する質問，一般市民からの電話等による問合

せに対し，簡易な説明と林産試験場，木材企業の紹介等を行う。

(2) 林産試験場との共催で，木になるフェスティバルを開催する。

(3) 北海道森林建築セミナー実行委員会との共催で，森林・建築セミナーを開催する。

(4) 一般市民に対し，木材利用の促進を図る普及活動を実施する。

(5) 会誌「ウッディエイジ(木材の研究と普及)」を月刊発行(812～823号)する。
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(9) 木と暮らしの情報館に展示しているクラフトの紹介パンフレットを作成し，来館者に配布する。

(10)トドマツ等地域材の有効利用拡大を目的とした「上川地域水平連携協議会」の活動を支援する。

２　展示品維持管理事業[その他事業]

　　林産試験場木と暮らしの情報館に係る「展示品維持管理業務」の受託に努める。

３　きのこ栽培試験管理事業[その他事業]

　　林産試験場に係る「きのこ栽培試験管理業務」の受託に努める。

４　講習物販等事業[その他事業]

(1) 講演会，講習会を開催するする。

(2) 会員企業が林産試験場へ依頼試験等を行う場合に，費用の一部を助成する。

■2021年度収支予算
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た。今はハーベスタという機械がありまして，木を
伐り倒して枝を払って，丸太に刻むという一連の工
程を一台でできてしまう。その機械がどんどん増え
ています。作業員さんが一日に生産できる丸太の量
も，以前の2倍から3倍くらいに増えたんですね。
鈴木P：すばらしい！
今廣：高性能林業機械はとてもカッコいいですから
ね。ぜひ見て欲しいですね。
鈴木P：私，こういう機械が導入されているのだとい
うことを初めて知りました。便利で，さらにカッコ
よさもある。
今廣：しかも，女性も乗っていたりする。チェーンソ
ーだと体力仕事になってしまうけれど，機械化が進
むと女性も操作できて，林業に参加しやすくなりま
す。現場の雰囲気もたぶん昔とはかなり変わってい
るのではないかと思います。
鈴木P：そういった方々に支えられて，そして新しい
機械も支えてくれている，ということなのですね。

（中略）
鈴木P：カラマツの乾燥の新技術・コアドライでどん
な効果が生まれているのでしょうか。
酒井：家を建てた後にカラマツの柱や梁がねじれた
り，割れたりするのを予防する効果があります。文
字通り“コア”，つまり木材の内部まで乾いた製材を
つくるための新しい乾燥技術です。これまで，家づ
くりの材料としてはちょっと敬遠されてきた北海道
のカラマツを住宅用の柱や梁としても安心して利用
していただけるように開発されました。
鈴木P：やはり，北海道のお家にもっとカラマツを使
ってほしいという思いから開発されたのでしょう
か。
酒井：はい。そうやって町に北海道の木を使った建物
が増えていくことを，私たちは「街の中に森が増え
ていく」という風にとらえています。森の木は，伐
られた後も木材として何十年も生き続けていくから
です。
鈴木：伐った後も生き続ける･･･それは確かにロマン
ですね。

（中略）
鈴木：地材地消という言葉があるそうですが？
今廣：地「産」地消という言葉は食べ物などで聞くこ
とがあると思いますが，地「材」地消は地域で生産
された木材や木製品を地域で有効利用，消費してい

こう，ということです。
鈴木：地域の木を地元で使うことのメリットはあるの
でしょうか。
今廣：はい。地元の山や森を守っていくことにつなが
ります。地域で育った材を使うことで，山の木が売
れて収入になり，そのお金でまた木を植えて，育
て，また伐る。このサイクルが回っていくと，地域
の林業，木材産業，経済の活性化につながります。
地元の木を使うことは，輸送距離が短いということ
なので，温室効果ガスの排出が抑えられ，環境面に
もやさしいです。
鈴木：地材地消，地元で使って消費することは，それ
だけの良いところがあるということなんですね。
今，使われているのは人工林の木が多いのでしょう
か？
今廣：はい，今使っている木のほとんどは人工林から
出た，人の手で植えられた木になります。
酒井：山で木を切っている若いオペレーターさんが
「俺のじいちゃんが植えた山を俺が伐るんだよ」
と，元気にお話ししてくれます。そういう風に世代
を超えて使われていく資源です。将来のことを考え
て，ぜひ山に木を植えていただきたいです。

（中略）
鈴木P：北海道のカラマツの海外への輸出状況はどの
ようになっているのでしょうか。
今廣：カラマツはほとんど輸出されていなくて，輸出
されているのはトドマツです。丸太の状態で海外
（おもに中国と韓国ですが）に輸出されています。
丸太で出て行くということは，北海道の大切な資源
を海外にあげてしまっているというような状況と言
えます。一番理想的なのは，丸太を北海道で加工し
て，付加価値をつけて海外に輸出することです。そ
うして北海道にちゃんと利益が戻ってくることを目
指して頑張っています。
鈴木P：そのために，いろいろとチャレンジしてい
る，ということなのですね。
今廣：はい。製品で売り出していきたいということで
始まったのが，HOKKAIDO　WOODという道産木
材製品をブランディングした取り組みになります。
北海道で生まれた木を使って，北海道で加工された
製品につけた名前です。北海道の木材製品をPRす
るためのブランドとして，道内はもちろん道外や海
外に向けても広く知ってもらおうと頑張っていると

ころです。
鈴木P：私，トートバッグに注目したのですが，これ
素敵ですね。
今廣・酒井：ありがとうございます！
鈴木P：バッグに白く印刷されているマーク，パッと
見たときには木の切り株に見えますが，字になって
いるのですね。
今廣：北海道の北，という字を模して，切り株のよう
に見立てているロゴマークになります（図）。タグ
は北海道の白樺（シラカンバ）でつくったキーホル
ダーをつけています。
鈴木P：ロゴマークは，使うのに許可が必要だったり
するのでしょうか。
今廣：ホームページから届出をした上で，ルールを守
って使っていただければと思います。北海道産の木
材製品を取り扱っている企業，団体，個人，さらに
北海道産木材製品を応援したい方々に，自由にロゴ
を使って広めていただきたいです。
鈴木P：今日のMyポイントは「地材地消」と「PR」。
私，今回お話しを伺って，地材地消の取り組みをは
じめて知りました。北海道産の木材とそれを加工し
た製品の魅力を北海道民の私たちが知らないのは，
もったいないですよね。

■たくさんの反響
数週間後，Air-Gよりリスナープレゼントの応募に
添えられた番組への感想が届きました。
・カラマツ・トドマツは，ネームだけ聴いたことがあ
り，深くまで知らなかったので今回興味深く聴かせ
ていただきました。北海道は自然そのものがブラン
ドだと思いますので，これからも関心を持ちたいと
思います（旭川市）。

・子供の教科書で，森林はそっとしておくのもダメだ
と書いてありました。木を間引きしていかないとい
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・「地材地消」は初めて聞く言葉でしたので，とても
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・恥ずかしながら「地材地消」というフレーズは，初
めて知りました。北海道の厳しい気候に耐えて育っ
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れたのかわからない，輸入木材に囲まれた生活とは
比べ物にならないくらい安心感があり，健康にも良
いですよね。「地材地消」の価値を理解し，少しで
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・今度木材を運ぶトラックを見かけたときは，「なん
の丸太が運ばれているのかな？」と見入ってしまい
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詰まったり言い間違えたりしながらも，鈴木パーソナ
リティの絶妙なリードで，徐々に慣れてきました。
以下では「北海道のカラマツ・トドマツ」として
2020年11月1日と8日にオンエアされた内容から抽出
してご紹介します。

鈴木P：カラマツの生産システムについて伺いたいの
ですが。
酒井：木を伐るための昔ながらの道具というと，皆さ
んご存じのチェーンソーです。これで木を伐り倒し
て，ブルドーザーで引っ張る。山の中の平らなとこ
ろに木を集めて，またチェーンソーで丸太に刻む，
というのが伝統的な北海道の丸太の生産方法でし

図　HOKKAIDO WOODのロゴとQRコード

■2020年度事業報告について
１　会員の動向

　　2020年4月当初145名，入会1名，退会1名により2021年3月末現在で145名となった。

２　諸会議の開催

第1回理事会を2020年4月24日～4月30日に，2020年度通常総会を2020年5月1日～5月22日にそれぞれ書

面開催した。

３　普及事業

　(1)　林産技術普及事業

　　ア　木材利用に関する相談事業の実施

　　　①道産材の利用に関する相談に応えるとともに，研究機関や取扱事業体を紹介した。

　　イ　講演会等の開催

　　　①総会記念講演会は中止した。

　　　②Web版「木になるフェスティバル（主催：道総研林産試験場）」に協力した。

　　　　開催期間：9月15日～10月15日

　　　　参加者数：113名

　　ウ　会誌・図書の発行事業

　　　①800～811号の「ウッディエイジ(木材の研究と普及)」を発行した。

　　　②展示クラフト（22団体）の紹介パンフレットを作成し，来館者に配布した。

　　エ　ホームページの活用

　　　①イベントや講習会開催等の情報提供を行った。

　　　②ウッディエイジ記事の公開を行った。

　(2)　その他事業

　　ア　展示品維持管理事業

　　　　展示品維持管理業務を道総研から受託した。

　　イ　きのこ栽培試験管理事業

　　　　きのこ栽培試験管理業務を道総研から受託した。

　　ウ　講習物販等事業

　　　①木材乾燥講習会を実施した（（公社）日本木材加工技術協会北海道支部との共催）。

　　　　2020年10月1日～2日，林産試験場講堂，受講者6名

　　　②令和2年度建築・住宅セミナーを後援した（主催：（地独）北海道立総合研究機構ほか）。

　　　　2021年2日9日，オンライン

　　　③「上川地域水平連携協議会」事務局として活動した。

　　　④会員企業支援事業：林産試験場での依頼試験等を実施した会員に，所用経費の1/2を助成した。

■2020年度正味財産増減計算

■2021年度事業計画
１　林産技術普及事業[実施事業等会計]

(1) 「木と暮らしの情報館」来館者からの林産技術や木製品に関する質問，一般市民からの電話等による問合

せに対し，簡易な説明と林産試験場，木材企業の紹介等を行う。

(2) 林産試験場との共催で，木になるフェスティバルを開催する。

(3) 北海道森林建築セミナー実行委員会との共催で，森林・建築セミナーを開催する。

(4) 一般市民に対し，木材利用の促進を図る普及活動を実施する。

(5) 会誌「ウッディエイジ(木材の研究と普及)」を月刊発行(812～823号)する。

(6) ウッディエイジ記事のホームページでの公開を進める。

(7) 会員企業リストをホームページに掲載する。

(8) 公設試験研究機関，大学，木材加工企業等に対し，会誌及び木材乾燥等の技術資料提供に努める。

(9) 木と暮らしの情報館に展示しているクラフトの紹介パンフレットを作成し，来館者に配布する。

(10)トドマツ等地域材の有効利用拡大を目的とした「上川地域水平連携協議会」の活動を支援する。

２　展示品維持管理事業[その他事業]

　　林産試験場木と暮らしの情報館に係る「展示品維持管理業務」の受託に努める。

３　きのこ栽培試験管理事業[その他事業]

　　林産試験場に係る「きのこ栽培試験管理業務」の受託に努める。

４　講習物販等事業[その他事業]

(1) 講演会，講習会を開催するする。

(2) 会員企業が林産試験場へ依頼試験等を行う場合に，費用の一部を助成する。

■2021年度収支予算


